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福岡県有明海区のノリ養殖は,生産金額で海区全体の

8-9割を占め,重要な漁業種類である。しかし, 2000

年度には12月から色落ちが発生したため,生産額が平

年の三分の一まで落ち込み,大不作となった。その後も,

'02, '03年度とも色落ちが1月中旬から発生する等,坐

産が不安定な年が多くなっている。ノリの色落ち被害は,

植物プランクトンの増殖による無機三態窒素(以下栄養

塩と表す)濃度の低下が主な原因で発生するが,植物プ

ランクトンの増殖がない時期でも長期間降水量が少ない

場合にも発生しやすい。

ノリの色調は栄養塩濃度と流速に密接な関係があり,

栄養塩濃度が低い場合はノリ網周辺の流速を高める必要

がある。そこで,福岡県のノリ養殖漁場において,ノリ

養殖施設(以下小間と表す)の設置方法の改変を行うこ

とにより,色落ち被害を軽減する検討を行っている。今

回,ノリ網周辺の流速の状況,ノリ菓体の色落ちの進行

状況について調査し,知見が得られたので報告する。

方　　　　法

1　ノリ網の設置列数による流速の変化

2002年10月から柳川沖2. 6kmの七つはぜ試験漁場(図

1)において、周辺漁場では1小間に通常5列張り込ま

れるノリ網を5列, 4列,中抜き4列, 3列に張り込み,

各列のノリ網に石膏ボールを取り付け、大潮時('02年

12月19-20日,水温12℃)および小潮時(-03年1月28-

29日,水温8℃)に小間内の24時間平均流速を石膏ボー

ルの溶出減量から算出した。

2　ノリ小間の設置方向Q設置比率による色落ちの抑制

`03年12月から開始された冷凍網生産期に七つはぜ試

験漁場において,ノリ小間の設置比率o設置方向が色落

ちに与える影響を調査した。小間の設置比率e設置方向

が周辺の小間と同一である試験区(以下通常区と表す),

設置方向は変えずに北東、南西方向に設置される小間を

設置せず小間の設置比率1/3とした試験区(同1/3倍区),

小間の設置比率が1/3で設置方向が潮汐流に平行となる

試験区(同1/3倍平行区)の3試験区を設置し(図2)、

各試験区のノリ菓体の色落ち状況を調査した。各試験区

の網は5列張りであり、各列中央部からノリ菓体を採取

し、各列5菓体、 1試験区25菓体の先端部5cmの位置で

色を測定した。測定は色彩色差計(ミノルタ㈱CR-200)

を用いてL*a*b*表色系で測定した。

園頂　調査地点図(⑳印)

*1現福岡県水産林務部水産振興課
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3　漁場別の1小間専有面積の比較

福岡有明海区のノリ区画漁場全面積に対する1小間当

たりの平均専有面積と免許番号別の1小間当たりの平均

専有面積との比較を行った。全漁場面積は39, 342, 565,

000m、免許全小間数は22,210.5として計算を行った。

結　　　　果

1　ノリ網の設置列数による流速の変化

大潮時に行った調査では24時間平均流速は5列で34. 7

cm/sec.,　列で38. 3cm/sec. ,中抜き4列で38.0

cm/sec,　列で40. lcm/sec.となり,張り込み列が少

ないほど流速は速い傾向を示した。しかし, 4列と中抜

き4列の差は認められなかった(図3)。小潮時の調査

では5列で22.6cm/sec., 4列で24.lcm/sec. ,中抜き

4列で22.0cm/sec., 3列で22.9cm/sec.となり,設置

列数による流速の差は認められなかった(図4)。

5列強L)　　舶り張り　　　　中抜き4列張り　3列張L)
平均34.7cra,ノsec.平均38.3cm/sec.平郎8,0cm/sec　平均40 1cm/sec.

磯‥平均流速湖cm/sec.

悶:平舶達30-40cm/sec.
露還‥平均流速20-30cm/sec一

調査日　2002年12月19日　8:00-12月20日　8ニ00
(旧暦11月16-17日)

満潮　9-Ol　亜6cm　20:45　454cm
干潮14:59 129cm　3:09　27cm

平均潮差　382cm

囲3　大潮時における24時間平均流速の分布

5列張り　　　4列張り 中抜き4列張り　3列張り
0cm/sec　平均22.9cm/sec.

国‥平均流速30-40cm/sec.

磁薄均流速20-30cm/sec.

Eヨ:平均流速く20cm/sec.

調査日　2002年1月28日　8:00-1月29日　包:00

(旧暦12月26-27日)

満潮　廿20　379cm　7:00　390oJ]
干潮il:35 199cm O二08　90cm

平均湖差　244cm

図4　小潮時における24時間平均流速の分布
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衷頂　3試験区のノリの菓体平均L*値

試験区 区 分
平均 L *値

('04.1.15 I'04.1.27

A 通常区 63.39 65.85

B 1/ 3倍 区 61.84 64.85

C 1/ 3倍平行区 59.ll 63.80

2　ノリ小間の設置方向・設置比率による色落ちの抑制

試験区では、 '04年1月13日から徐々にノリ菓体の色調

低下が認められた。ノリ菓体は色落ちが進行するとL*

値が大きくなる1)ため、 L*値を色落ち指標とした。 3

試験区の平均L*値は, 1月15日は通常区63.39, 1/3倍

区6工84, 1/3倍平行区59.ll, 1月27日は通常区65.82,

1/3倍区64.85, 1/3倍平行区63. 80であり, 1/3倍平行区,

1/3倍区,通常区の順に色落ちの進行が遅かった(表1)。

病害の感染程度については,差異は認められなかった。

試験区Aの-04. 1.15における平均L*値と試験区Cの

-04.1.27における平均L*値とがほぼ同じ数値となった

ことから,小間の設置比率。方向を変更することで,色

落ちの進行を10日程度遅らせることが確認された。

3　漁場別の1小間専有面積の比較

福岡県有明海区におけるノリ養殖の区画漁場は農林水

産大臣免許の農区と福岡県知事免許の有区の2種類に分

けられ、各免許番号別ごとの1小間専有面積を表2に示

した。海区全体での平均1小間専有面積は1,771mであ

り、その範囲は1,348m (有区3号) -2,573m (有区2

早)と最小と最大では約2倍の差があり、免許漁場ごと

に差が認められた。

考　　　察

ノリ小間内の流速を高める方策としては,網の設置列

数が少ないほど流速が大きくなったことから、網の列数

を少なくする減柵は有効であると考えられ、流速を増大

させる効果は大潮時期に顕著に現れると考えられた。

また、小間の設置比率や方向を変えた結果から、小間

設置比率を減少させる、または、設置方向を引き潮時の

流向に平行にすることが色落ちの進行速度を遅らせた

ことから、実現可能な対策を検討した。小間の設置比

率を単純に1/3倍とすることは養殖行使網数の大幅な

減少を伴うため,現状で実施することは極めて困難で

ある。

生産者の生産規模を大幅に縮小させずに実行可能な色落
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C(N2180 )

引き潮時の流向

A:通常区
B :1/3倍区
C : 1/3倍平行区

N

A

図2 3試験区の小間の設置状況

ち抑制対策としては,免許漁場ごとに1小間専有面積、

流速曲流向、栄養塩の供給度合い等を検討し、設置比率

表盟　福岡有明地区・免許番号別1小間専有面積
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と小間設置方向を改変していくことが,今後の具体的な

方策と考えられた。

要　　　約

1)ノリ網の設置列数による流速の変化は、大潮時では,

張り込み列が少ないほど流速は速い傾向を示した。

小潮時では設置列数による流速の差は認められなか

った。

2)ノリ小間の設置方向・設置比率を変えた養殖試験で

は、 1/3倍平行区, 1/3倍区,通常区の順に色落ちの

進行が遅く、小間の設置比率e方向を変更すること

で,色落ちの進行を10日程度遅らせることが確認さ

れた。

3)実行可能な色落ち抑制対策としては,免許漁場ごと

に1小間専有面積、流速・流向、栄養塩の供給度合

い等を検討し、設置比率と小間設置方向を改変して

いくことが,今後の具体的な方策と考えられた。
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